
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新庁舎は、災害に強い安全・安心で持続可能な庁舎、地域住民に開かれた庁舎、人と環境にや

さしい庁舎、機能的経済的な庁舎を建築基本方針として、耐久性に優れた構造、バリアフリー、

ユニバーサルデザインを採用しました。事務室をフリーアドレス化し、執務スペースを有効活用

することにより開放的な仕様となっています。１階には地域住民の方が各種講習や災害時の一

時避難場所としても活用可能な多目的講堂や来庁者のための防火相談室を設置しています。  

その他、敷地内には消防技術の向上を図るため、各種訓練の可能な訓練塔を併設しています。 

新庁舎建築中は、工事車両等の出入りによりご不便ご迷惑をおかけいたしました。新庁舎の建

築を契機に今まで以上に地域に密着した消防署を目指していきます。  

【案内図】  


